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その情報内容として， 1)機関で範囲限定され， 2) 
現状をまとめ，その位寵づけについて考察を行った。 学術的で， 3)累積的かつ永続的で，オープンで棺
なお，“InstitutionalRepository"に対応、する日
本語としては I機関リポジト 1)J I機関レポジトリ」
などがあるが，本稿では学術機関において運用
されているJ という側面を明確にするために，

















































チュート (Open80ciety Institute: 081)によって
提唱されたブダペスト・オープンアクセス・イニシ












Open DOAR(Directory of Open Access Reposi-
tories)8)や ROAR(Registry of Open Access Rか
positories)9)などで，世界の学術機関リポジトリに









Archives Initiative Protocol for Metadata Har-




































初めて「リポジト 1)J の名称が現れている 15)
2004年度の国立情報学研究所(NationalInstitute 

















期 (2008~2009年度)に継続され，領域 1 で74機関
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ている O この背景には， 3.1で挙げた CSI
という競争的資金に加え，実務者同士のコミュニ
テイ形成に寄与したデジタルリポジトリ連合(Digi-
tal Repository Federation :以下 DRF)22)の存在が
認められる O
DRFは CSI (領域2) リポジトリ
コミュニテイの活性化」によって組織されたいわば






































¥¥ イベント総数 NI!/SPARC Japa司以外の主催
(CSI第1務:機関指定ふ
2004(H16) 4 O 
2005(H17) 2 O 
l CSI第1渇:公募人 2006(H18) 14 7 
2007(H19) 10 6 
2008 (H20) 32 23 
( CSI第2期〉
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しまうかが，今後の図書館全体にかかっている O
付表 学縮機関リポジトリ関連のイベント
日 f寸 タイトjレ 主催等
2004-06-14~ 19 NII-IRPワークショップ NII 
2004-09-07 学縮機関1)ポジト 1)構築ソフトウェア実装実験プロジェクト中間報告会 NII 
2004-11-24 ステイ ブン・ハーナッド氏との懇談会 NII 
2005-02-10 学術機関リポジトリ播築ソフトウェア実装実験プロジ、エクト報告会 NII 
2005-06-22 学術機関リポジトリとメタデータに関するワ クショップ NII 
2006-02-15 学指機関リポジト 1)実務担当者ワークショップ NII 
2006-04-19 平成18年度 CSI委託事業公募説明会 NII 
2006-05-16 平成17年度 CSI委託事業報告交流会 NII 
2006-05-22 
機関リポジトリワークショップ「研究成果ショウケースとしての機関 千葉大学的罵詔書館ライブラ
リホ。ジトリ:オランダ“Creamof Science"を中心にJ リ-イノベー ション・センター
2006-07-12 平成18年度 CSI委託事業説明会 NII 
2006-07…21 機関1)ポジト 1)構築のためのシステム説明会 NII 
2006-07…26~28 学手J.iポータル担当者研1多 テーマ:機関リポジトワ構築 NII 
2006-08-30~09--o1 l学術ポータル担当者研修 テーマ:機関リポジトリ構築 NII 
2006-11-08 第2回東海地法 CSI事業報告会「大学における学術機関リポジトリ構 名吉屋大学f，{t農図書館・情築に向けてj 報連議基盤センター ，NII
2006-11-10 XooNlps library module V.1.0成果報告会 襲喜義華大学メディアセンタ}本部
2006-11…17 DRFl ~ 1回)D意E義{Fワ クショップ「機関リポジトリの構築に向けて:CSI事 とケーススタデイ j DRF 
2006-12-15 東北大学機関リポジトリシンポジウム 東北大学附罵図書館
2006-12-18， 19 「デジタル百人の肩の上に立つJ機関リポジト 1)，e-サイエンス，およ NII び学術コミュニケ ション将来に関する国際シンポジウム
2006-12-20 発め信にする平学成者I;f8情年報度コ京ン都テ大ン学ツ図ー書京舘都機大構学公学開術事情業報リポジトワ構築のた 学京{都話器大報学リ冨ポ書ジ館ト楼1)講検，京討都委員大会学
2007…02-08， 09 DRF2 第2回DRFワークショップ「接関リポジトリをデザインす DRF る:設計とコンテンツ」
2007-06-08 学情術報機学関研究リポ庁 ープンハウス2007 CSIワークショップ「はじめ
V ジトリ」 NII 
12007-07-11 ~ 13 学術ポータル誼当者研修 テーマ:機関リポジトリ構築 NII 
2007…08-22~24 学術ポータル担当者研修 テーマ:機関リポジトリ構築 NII 
2007-09-12 ? 10-05 図書館と NIIの集い(NIILibrary Forum 2007) NII 
2007-11…09 DRF3 第3回DRFワークショップ 日本の機関リポジトリの今2007JDRF 
2007-11-22 DRF幽Okayama DRF 地上或ワークショップ(中国・西国地区) DRF 
2008-01-30， 31 DRFIC2008 DRF International Conference 2008 Open Access DRF and Institutional Repository in Asia-Pacific 
2008-02-07 DRF司KanazawaDRF地域ワークショップ(北陸地区) DRF 
2008-02-18 DRF -Sapporo DRF地域ワークショップ(北海道地区) DRF 
2008…03-12 
シンポジウム 大学出版会と大学園書館の連携による「新しい学術情報 大学出版部協会流通の可能性を探るJ
2008-04-22 S誌PのIAR将e来J」apanセミナー2008第 l間「研究成果発表の手段としての学術 SPARC Japan 
2008-06-12， 13 平成19年度 CSI委託事業報告交流会(コンテンツ系) NII 
2008-06-24 SPARC Japanセミナー2008第2回「学術出版と XML対花、一日本の課題」 SPARC Japan 
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日付 タイトJレ 主催等
2008-07-10 S展P開'ARをe詔J指apしanてセ」 ミナー2008第3回「韓酉コンソーシアム事清一海外 SPARC Japan 
2008-07-10， 1 図書館・'情報科学に関する国際ラウンドテーブル会議 leサイエンスの
新しい展I#JJ
2008-07-23~25 平成20年度第1由学術ポータル認さ当者研修「機関リポジトリの構築J NII 
2008-08-27 ~ 29 平成20年度第2盟学術ポータル担当者研鯵「機関リポジトリの構築」 NII 
2008-09-02， 03 RIMS研究集会「紀要の電子化と周辺の話題J(第4回SPARCJapan 京都大学数理解析研究所セミナー2008) RIMS， SPARC Japan 
2008-10-01 ドイツ文化センターシンポジウム「学帯情報ネットワーク:日本とド ケ三一テ・インスティトゥー トイツの幸正たなトレンドJ 東京
2008-10-14 SPARC Japanセミナー2008[Open Access Day特別セミナ…F日本に SPARC Japan 
2008-10-21 XooNlps研究会「チュートリアル-XooNlpsの利用法 XooNlps研究会
2008-10ー27 平成20年度静岡県図書館大会:みつめ直そう図書館の現在と未来
2008-10-29， 30 DRF/ShaRe-Hiroshima DRF/ShaRe地域ワークショップ(中国・四園地区) DRF， ShaRe 
2008-11-04， 05 X取00りN組Ipみs研究会XooNlpsを基盤とした新しいリポジトリシステムへの 別府大学
2008-11-27 DRF4 第4田DRFワークショップ「日本の機関リポジトワとそのテーマ DRF 
2008-11-27 SPARC Japanセミナー2008IOpen Access UpdateJ SPARC Japan 
2008-11-27 「デジタルライブラリ のその先に見えるものJ 独立行政法人物質・材科研究機購(NIMS)
2008-12…01 第8回東海北臨地区 CSI事業報告会「学術機関リポジトリの最前線」 名古慶大学附属図書館
2008-12-03 デジタル靖報保存(DRAMBO主A/DPE等)についての NDL講演会 国立国会図書舘(NDL)
2008…12-04 講演会「機関リポジト 1)の目指すものJ 大坂市立大学
ワム研ー究ク会シ第ョ四ッ分プ科・最会新)機関リポジトリ動向(私立大学キャンパスシステ 私立大学キャンパスシ2008…12-05 
ステム研究会
2008-12-11， 12 DRF/ShaRかYamagataDRF/ShaRe地域ワ クショップ(北海道・東 DRF， ShaRe 北地区)
2008-12-18 シンポジウム「教育系サブジェクトリポジトリの可能性を求めて:ネッ 東京学芸大学(領域2) トワーク時代の教育情報発信を考える」
2009-01-19， 20 DRF幽SenriDRF地域ワークショップ(近畿地区) DRF 
2009-02-06 「沖縄地域学リポジトリJ試験公開記念講演会 琉球大学
2009-02-09， 10 DRF幽OokayamaDRF地域ワークショップ(関東地区) DRF 




2009-02-26 遺跡資料リポジトリ・セミナー:遺跡調査報告書電子化の新たな試み! 遺跡資料リポジトリ WG
2009-03-03 デジタルリポジトリ関の128働と統合研究会(北海道大学数学連携研究セ 北大数学研ンターデジタルライブラリーセミナー)
2009-03-06 NIMS eSciDoc Workshop NIMS 
2009-03-19 第8閤「金沢大学データベースフォーラムJ 金沢大学説:合メディア基盤センター デー タベー ス萌究会
2009-04-13 Barrel 崩年企画ミニ講演会「機関リポジトリコミュニティの酉捺連 小樽簡科大学的属国書館
携:Barrel世界進出 ?J
2009-04-28 HUSCAP講演会「他人の著作物を含んだ論文等はどこまでネット公開で 北海道大学附属国書館
2009-06-25 SP三段'ARをe用Jいap，anセミナ-2009第l罰「研究者は発信する 多様な'情報 SPARC Japan 手段 ，社会への拡がりを求めて」
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日 イ寸 タイトJレ 主催等
2009-07-06 第羽田特定非営利活動法人 自本医学図書舘協会総会分科会A r機 特定非営利活動法人自関1)ポジト 1) 本宮学図書舘協会
2009-07-09， 10 平成20年度 CSI委託事業報告交流会(コンテンツ系) NII 
2009-08-04 SPARC Japanセミナー2009第2囲「非営利出版のサステイナゼリティと SPARC Japan 
2009-08-05 ~ 07 平成21年度第 1由学術ポータル担当者冊修「機関1)ポジトリの構築」 NII 
DRF 技;街ワ クショップ(技街と窃究が出会うところは)rWorkshop of DRF，独立行政法人
2009-09-07 Ap誹pli究ca成tio果nofReposをito永ry久I保n合存asしtrてuいctuくre活f動orへeScience and eResearch 物費・材料研究機構
やデータ 向けてj (NMS) 
2009-09-08， 09 RIMS研究集会(第3回 SPARe?Jでap?anE庁セヲミ ミナー2009)r数学におけるデジタルライブラリー構築へ向L 究分野間の協調のもとにj RI斑S，SPARC Japan 
2009-09-09 ~ 11 平成21年度第2巨!学術ポータル担当者研修吋幾関リポジト 1)の構築j NII 
2009-09-17 第4回SPARCJapanセミナ-2∞9(日本動物学会大会)rZSプロジ、エクトについてj SPARC Japan 
2009-09-18 DRF地域ワークショップ(近畿地区)議関リポジト l}(こ関する業務の実務者萌鯵JDRF 
2009-10-02 機関リポジトリアウトプット評鏑プロジェクト合同ワークショップ ROAT， ZS，信州大学
2009-10-03 DRF主題ワークショップ(毘学・看護学) DRF， DRF-Med実行委員会
2009-1 0-07 ~ 10 DRF 技術ワ クショッフ。(invitationonly) DRF 
2009-10-20 Open Access Week (第5国 SPARC実Ja際pa」nセミナー2009) オ プンアクセスのピジネスモデルと研究者の SPARC Japan 
2009-10-23 Open Access Week 2009セミナ-r Open Access “Friday & Night" 2009J Open Access Japan 
2009-10-23 
平成21年度宮i崎県大学図書館協議会研修会「学術情報の保存と公開: 宮崎県大学図書舘協議
宮崎のリポジトリから地域・共同リポジトリまで」 会， ShaRe 
2009-10-29， 30 ワ
クショップ小規模大学でのリポジトリシステム構築のノウハウ 慶墜義塾大学メディアセンタ}
rXooNlps Windows版構築のための実践的インストール・トレーニング」 本部， ~~前大学，活水女子大学
2009-11-10 フォーラム rlO年後の図書館と大学J 図書館総合展運営委員会
2009-11-11 第5田 DRFワークショップ r2009年，いま改めて1)ポジトリ」 DRF 
2009-11-11 第6自SPARCJapanセミナー2009rNIH Public Access Policyとは何か」 SPARC Japan 
2009-11…11 r eSciDoc/Fedora: e-Researchのための機関リポジトリの新展開j NIMS 
2009-11-11 「冊子から電子へ:Managing the TransitionJ & r豆MCが1) ドするオー プンアクセスJシュプリンガ-.ジャパン
「学街コンテンツのデジタル化と情報利用行動の変化 :SCREAL調査 国干ト忠 着目揃)J会合、， 2009-11…12 




2009-12-03， 04 DRF International Confer相ence2009 (DRFIC2009): Open Access Repositories DRF now and in the future -from the global and Asia -Pacific points of view 
2009-12-10 講演会「機関リポジトリの活用と学術コミュニケーション」 大阪府立大学
2009-12-11 第7回 SPARC，Ja電pa子nセミナ…2009r人文系学術誌の現状一機関リポジト 1)，著作権 ジャーナル」 SPARC Japan 





2010-01-07， 08 DRF地域ワ クショップ(東北地毘) D協主議F会，東資北"地大区学大附属学図図書舘
2010-01-22 XooNlps研究会 2009関西ワークショップ「班yPCで USBから XooNlps研究会ほか
XooNlpsを動かし，科研費報告書を登録する」
2010-02-05 第6囲 DRFワークショップ「これまでの 5年間，これからの 5年間J DRF，欝連プロジェクト(共寵)
2010-02-19 DRF地域ワ クショップ(田昌地堅) DRF，高知工科大学
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